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平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら 

平
成
二
十
七
年
度
「
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

―
「
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
」
と
は
― 

「
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
」
は
、
平
成
十
六
年

四
月
二
十
八
日
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
は
、

「
愛
寿
会
が
経
営
す
る
す
べ
て
の
事
業
の
利
用
に
関
し

て
の
苦
情
に
対
し
、
適
切
な
対
応
を
講
じ
、
利
用
者
個
人

の
権
利
を
擁
護
す
る
と
共
に
、
利
用
者
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
と
し
、
専

門
的
検
討
を
行
い
、
も
っ
て
中
立
公
正
性
を
確
保
す
る
た

め
、
第
三
者
委
員
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
す
る
。」
も

の
で
す
。〈
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
設
置
要
綱 

第
一
条
〉 

―
山
梨
県
の
相
談
・
苦
情
の
窓
口
と
役
割
― 

 

山
梨
県
で
は
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
利
用
者
か

ら
の
相
談
・
苦
情
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
介
護
保
険
制
度

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
窓
口
と
役
割
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
窓
口
機
関
が
相
互
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
機
能
を
有
効
に
果
た

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
役
割

分
担
を
示
し
て
い
ま
す
。 

① 

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
相
談
・
苦

情
は
、
ま
ず
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
に
対
し
て
行
わ
れ
、
当
事
者
間
の
協
議
・
調

整
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

② 

当
事
者
間
の
協
議
・
調
整
で
十
分
対
応
で
き
な
い
場 

 

合
は
、
身
近
な
窓
口
機
関
で
あ
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

者(

※)

・
介
護
予
防
支
援
事
業
者
や
市
町
村
が
責
任
を

持
っ
て
対
応
し
、
解
決
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。 

③ 

市
町
村
に
お
い
て
対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
か
ら
の
相
談
・
苦
情
の
内
容
に
応
じ
て
国
保

連
合
会
や
県
が
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。 

〈
山
梨
県
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
相
談
・
苦
情
対
応
要
領
」
か
ら
一
部
引
用
〉 

〈
※
〉
愛
寿
会
で
は
「
仁
生
園
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
該
当
し
て
い
ま
す
。 

 

―
愛
寿
会
の
苦
情
解
決
相
談
窓
口
― 

 

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
八
日
～
平
成
二
十
八
年
四

月
二
十
七
日
の
間
の
苦
情
解
決
相
談
窓
口
は
、
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◇
苦
情
解
決
相
談
第
三
者
委
員
〈
お
名
前
の
五
十
音
順
〉 

坂 

本 
 
 
 

仁 
 

様
〈
高 

根 

町
〉 

清 

水 
 

長 

治 
 

様
〈
長 

坂 

町
〉 

進 

藤 
 

柏 

男 
 

様
〈
小
淵
沢
町
〉 

平 

井 
 

静 

子 
 

様
〈
大 

泉 

町
〉 

◇
苦
情
解
決
責
任
者 

 
 
 

清 

水 
 

元 

義
〈
仁

生

園

園

長
〉 

 
 
 

小 

林 
 

初 

男
〈
第
二
仁
生
園
園
長
〉 

◇
苦
情
受
付
担
当
者 

仁

生

園 

小 

林 
 

ま
ち
子
〈
法
人
事
務
局
長
〉 

 
 
 
 
 
 

浅 

川 
 

ま
ゆ
み
〈
仁
生
園
副
園
長
〉 

 
 
 
 
 
 

神 

部 
 
 
 

司
〈
事

務

部

長
〉 

第
二
仁
生
園 

石 

原 
 

公 

興
〈
第
二
仁
生
園
副
園
長

〉 

 

―
苦
情
解
決
の
仕
組
と
目
的
― 

愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
利
用
者
様
の
満
足
感
を
高
め
る
こ
と 

・
利
用
者
様
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と 

・
苦
情
を
密
室
化
せ
ず
、
社
会
性
や
客
観
性
を
確
保
し
、
円
滑
・
円
満
な
解
決
の
促
進
、
適
性
性
の
確
保
を
図
る
こ
と 

  

4月 28日（火）に行われた平成 27年度「愛寿会苦情解決相談委員会」 
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今
年
も
皆
様
が

元
気
で
す
ご
せ
ま

す
よ
う
に
・
・
・
。 

   

 
 

～ 

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー 

 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ 

～ 

  

四
月
二
十
一
日
（
火
）、
山
梨
県
北
杜
市
小
淵
沢
町
で
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
岩
波
様
他
二
名
の

方
が
来
園
さ
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
も
た
ら
す
ラ
ベ
ン

ダ
ー
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
い
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

四
月
十
八
日
（
土
）
、
北
杜
市
長
坂
町
方
面
（
身
曾
岐

神
社
～
北
の
杜
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
～
清
春
美
術
館
）
へ

バ
ス
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
ま
し
た
。 

今
年
の
春
は
天
候
が
安
定
し
な
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
し
く
「
お

花
見
日
和
」
と
な
り
ま
し
た
。 

車
内
か
ら
は
「
綺
麗
ね
～
」「
ち
ょ
う
ど
見
頃
だ
ね
～
」

と
の
歓
声
と
、
普
段
と
は
少
し
違
っ
た
と
て
も
素
晴
ら
し

い
笑
顔
が
見
ら
れ
て
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

～ 

お
花
見
バ
ス
ド
ラ
イ
ブ
（
ハ
イ
キ
ン
グ
） 

～ 

 

 

～ 

山
口
芳
子
様 

百
歳
御
祝 

～ 

     

 

 

四
月
二
十
三
日
（
木
）
、
山
口

芳
子
様
の
百
歳
の
お
祝
い
を
届

け
に
、
北
杜
市
福
祉
課
の
職
員
三

名
の
方
が
来
園
さ
れ
ま
し
た
。 

 

山
口
様
は
、
普
段
も
と
て
も
し

っ
か
り
と
穏
や
か
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
御
家
族
様

を
交
え
、
昔
話
や
趣
味
等
の
話
題

で
話
が
弾
み
ま
し
た
。 

 
身
体
も
心
も
ほ
ぐ
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
は
と
て
も
満

足
さ
れ
、
す
べ
す
べ
・
ツ
ル

ツ
ル
に
な
っ
た
手
を
見
な
が

ら
「
感
謝
！
感
謝
！
」「
生
き

て
て
よ
か
っ
た
よ
～
」
「
う

れ
し
く
て
涙
が
出
る
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
、
次
回

の
来
園
を
希
望
す
る
声
も
多

数
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

ド
ラ
イ
ブ
途
中
に
、
桜
の
木
の
下
で
一
休
み
。
お
茶

と
お
菓
子
を
頬
張
り
な
が
ら
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し

た
。 「

ま
た
来
年
も
み
ん
な
で
来
た
い
ね
」
「
来
年
は
桜
の

木
の
下
で
お
弁
当
を
食
べ
た
い
ね
」
「
宴
会
も
楽
し
そ

う
」
等
皆
様
が
口
を
揃
え
て
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

久
し
ぶ
り
の
外
出
で
、
さ
わ
や
か
な
風
に
吹
か
れ
、
四

方
の
山
々
の
す
が
す
が
し
い
緑
を
眺
め
、
気
分
も
上
々
。 

 

み
ん
な
で
記
念
写
真
に
納
ま
り
、
「
お
花
見
バ
ス
ド
ラ

イ
ブ
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。 
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～ 

第
二
仁
生
園 

～ 

 
園
の
周
り
も
、
い
よ
い
よ
陽
気
が
よ
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。 

 

天
気
が
い
い
日
は
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁
生
園 

一
―
三
班 

 
 

 
 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

坂
本 

沙
耶
香 

 

四
月
一
日
よ
り
、
一
―
三
班
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
任
務
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

仁
生
園
に
入
社
し
、
介
護
の
仕
事
を
始
め
十
年
経
ち
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
半
人
前
で
あ
り
、
は
た
し
て
私
に
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
が
務
ま
る
の
か
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
は
あ

り
ま
す
が
、
勉
強
し
な
が
ら
日
々
成
長
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

目
配
り
気
配
り
心
配
り
を
大
切
に
、
利
用
者
様
が
笑
顔

で
充
実
し
た
毎
日
が
送
れ
ま
す
よ
う
職
員
一
同
で
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

             

職 
 

員 
 

紹 
 

介 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
付
、
人
事
異
動
・
昇
任
及
び
配
置
換
え
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
は
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
昇
任
し
た
三
名
に
、
職
場
で
の
抱
負
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

               

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仁
生
園 

三
班 

 
 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

高
柳 

高
子 

  

こ
の
度
、
三
班
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。 

 

利
用
者
様
一
人
一
人
が
楽
し
く
、
安
心
し
た
毎
日
を
過

ご
せ
ま
す
よ
う
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
が
出
来
ま
し
た
ら

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

職
員
一
人
一
人
の
力
は
微
力
で
も
、
職
員
一
同
が
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
理
想
の
介
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
馴
れ
合
い
で
は
な
い
、
人
の
輪
を
作
っ
て

い
け
る
職
場
作
り
を
目
指
し
て
、
職
員
一
同
協
力
し
合
い

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

            

を
心
に
留
め
、
介
護
の
実
務
に
自
覚
と
責
任
を
意
識
し
な

が
ら
携
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
つ
一
つ
の
経
験
を
ば
ね
に
、
ま
た
、
職
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
利
用
者
様
が
自
分
ら
し
く
、
楽
し
く
、

安
心
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

           

 

  

 

「
日
差
し
が
眩
し
い
！
」 

「
緑
の
下
の
散
歩
は
気
持
ち
い
い
ね
。
」 

「
水
仙
の
花
が
キ
レ
イ
だ
ね
。」 

仁
生
園 

一
―
四
班 

 
 
 
 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那
波 

嘉
子 

 

四
月
一
日
よ
り
、
一
―
四
班
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
任
務
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

愛
寿
会
の
「
三
つ
の
基
本
方
針
」
と
「
七
つ
の
誓
い
」 

         



平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
～ 

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

山梨中央銀行 長坂支店 

口 座 名 社会福祉法人 愛 寿 会 
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郵便局  

口 座 名 社会福祉法人 愛 寿 会 

口座番号 00210-8 46492 

 

 

 

山梨県北杜市長坂町小荒間 1293 番地 

社会福祉法人 愛 寿 会 

電話 0551-32-3340 FAX0551-32-3546  

 

 

 

                             

 
 

                          

   

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 

感
謝 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子  

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

英 

道 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

美 

代 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

青 

柳 
 

昭 

次 
 

様 

           

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け
る
施
設

運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努
め
て
参

り
ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

弁
当
製
造
販
売
「
丸
政
」 
様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

田 

中 
 

教 

思 
 

様 

・
韮
崎
市 

 
 
 
 
 
 

細 

田 
 

太
満
美 

 

様 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

      

～ 

山
梨
県
北
杜
市
小
淵
沢
町
「
丸
政
」
様
か
ら 

【
お
弁
当
】
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

～ 

 

『
駅
弁
の
日
』
の
四
月
十
日
（
金
）、
昔
を
懐
か
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
四
十
五
年
前
か
ら
販
売
を
続
け
る
丸
政

様
で
最
も
古
い
「
高
原
野
菜
と
カ
ツ
の
弁
当
」
十
五
食
を

届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

～ 
山
梨
県
議
会
議
員 

不
在
者
投
票 

～ 

 

 

 

野
菜
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

て
、
彩
り
鮮
や
か
な
お
弁
当
を
い

た
だ
き
、
利
用
者
の
皆
様
は
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

『
駅
弁
の
日
』
は
、
一
般
社
団
法

人
「
日
本
鉄
道
構
内
営
業
中
央
会
」

が
一
九
九
三
年
に
制
定
し
、「
弁
」
の

文
字
の
組
み
合
わ
せ
で
、
四
月
十
日

と
し
て
い
ま
す
。 

  

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

不
在
者
投
票
を
、
四
月
九
日
（
木
）

仁
生
園
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。 

外
部
立
会
人
の
も
と
、
投
票
用

紙
に
記
入
し
、
大
切
な
一
票
を
投

票
箱
に
投
票
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

 ご高齢の皆様、また、心身に障害をお持ちの皆様のために、ご加入、お振込のほどをお願い申

し上げます。 

新規加入の方 

○ 終身会員               ２０万円以上 

○ 個人会員（年額）         ２，０００円以上 

○ 法人又は団体会員（年額）  １０，０００円以上 

 

継続の方 

○ 個人会員（年額）         ２，０００円以上 

○ 法人又は団体会員（年額）  １０，０００円以上 

 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

 ・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
 

山 

中 
 

悠
紀
子 

 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

平 

井 
 

静 

子 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 
 

齊 

藤 
 

富
貴
子 

 

様 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 

 

      

http://www.genkikai.org/ekiben/B002/mb002.htm

